
神経内分泌腫瘍（Neuroendocrine 

tumor：NET）とは 
 

 

神経内分泌腫瘍（Neuroendocrine tumor：

NET）とは、人体に広く分布する神経内分泌

細胞からできる腫瘍で、膵臓、消化管（胃、

十二指腸、小腸、虫垂、大腸）、肺など全身の

さまざまな臓器にできます。 

      

   

                            NOVARTIS 社 神経内分泌腫瘍.net より引用 

 



 

 

近年、患者数の増加が報告されており、

2010 年の調査によると、日本全国の新規発

症患者数は膵 NET 患者さんで約 1,595 人、

消化管 NET 患者さんで 4,408 人と報告さ

れております。 

なお、膵臓からできる NET は、NEN

（Neuroendocrine neoplasms）と呼ばれ

ることが推奨されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

神経内分泌腫瘍は高分化型で比較的悪性度

の低い NET（Neuroendocrine Tumor）と

低 分 化 型 で 悪 性 度 の 高 い NEC

（Neuroendocrine Carcinoma）に分けら

れます。また、なかには腫瘍から分泌される

ホルモンが人体に強い影響を与えて、異常な

症状が出る機能性 NET と症状のない非機能

性 NET に分けられるなど、NET はさまざま

な側面から分類されます。 

   
                          NOVARTIS社 神経内分泌腫瘍.netより改変 

 



 

 

機能性 NET は、腫瘍の分泌するホルモン

が特有な症状を引き起こし、産生されるホル

モンの種類によって症状が異なります。 
 

 

NOVARTIS社 神経内分泌腫瘍.netより改変 

 



 

------------------------- 補 足 ------------------------- 

 

 

神経内分泌腫瘍（NET）に特有な検査法 

 

＊ 一般に、神経内分泌腫瘍では、内視鏡、

ＣＴ、ＭＲＩ、超音波内視鏡（EUS）な

どの検査を行います。 

 

   
        ＥＵＳ 

 



 

＊ 病理診断では、ＨＥ染色に加え、クロモ

グラニンＡ、シナプトフィジンの免疫染

色を行います。 

       

      
クロモグラニンＡ免疫染色 

 

 

 

＊ 血液中のクロモグラニンＡの測定は

NET に特有な検査法です。なお、血液中

の神経特異的エノラーゼ（ＮＳＥ）の測

定も有用ですが、感度が低いのが問題で

す。 

 

 



 

＊ ソマトスタチン受容体シンチグラフィー 

（インジウム 111 標識ペンテトレオチド 

[オクトレオスキャン®]）は NET に特有な検

査法です。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＊ ソマトスタチン受容体 PET/CT（68Ga-

DOTA-TOC・PET/CT）は NET に特有な

検査法です。 

      

 

 

 

 

 

 

 



 

● 消化管ＮＥＴのＷＨＯ分類 
    

 
  

   

● 膵ＮＥＴのＷＨＯ分類 
     

 

 



 

● 肺ＮＥＴのＷＨＯ分類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

NETは多発性内分泌腫瘍症1型（MEN1）

やフォン・ヒッペル・リンドウ病（VHL 病）

などの遺伝性腫瘍に合併して発生することが

あります。 

 

 

 

 

多発性内分泌腫瘍症 1 型（ multiple 

endocrine neoplasia type 1：MEN1） 

 

副甲状腺・膵十二指腸・下垂体前葉・副腎皮質・胸腺など

に内分泌腫瘍を発生する遺伝性疾患です。その原因は、

MEN1 というがん抑制遺伝子の変異といわれています。副

甲状腺腫瘍・過形成が約 90％以上と最も多く発生し、副甲

状腺機能充進症が発症します。ガストリノーマやインスリ

ノーマなども認められることがあります。 

 

 

 

http://www.netlinks.jp/net_g_word/index.html#yogo20
http://www.netlinks.jp/net_g_word/index.html#yogo20


 

フォン・ヒッペル・リンドウ病（VHL 病） 

 

中枢神経系の血管芽腫、網膜の血管腫、腎がん、褐色細

胞腫などの小さな血管を富む腫瘍やのう胞が数多くできる

遺伝性疾患です。膵内分泌腫瘍などの膵病変もできること

が知られています。その原因は、VHL というがん抑制遺伝

子の変異です。 


